
家庭部門会議の報告 

１．テーマ エネルギーの「見える化」の取組促進 

２．目的 

・家庭における省エネを促進するためには、府民一人一人が自らのエネルギー使用状況を正しく知った上で、

省エネに取組んでいただく必要がある。 

・HEMS の導入、スマートメーターの活用、うちエコ診断など、家庭におけるエネルギー使用量の「見える

化」についての最新動向を把握し、それぞれニーズに合わせた普及拡大を行うことで、家庭でのエネルギ

ー使用状況の把握をサポートする。 

３．会議の開催 

◆第１回会議  

（１）日時：平成 25 年 10 月 30 日（水）午前 10時～正午 

（２）場所：大阪府咲洲庁舎 23 階 中会議室 

（３）出席者： 

【消費者団体、環境 NPO】大阪府生活協同組合連合会、なにわの消費者団体連絡会、全大阪消費者団体連

絡会、（公社）全国消費生活相談員協会関西支部、（公社）日本消費生活アドバイザー･コンサルタ

ント協会西日本支部、NPO 法人関西消費者連合会、NPO 法人住宅長期保証支援センター、NPO 法人ひ

らかた環境ネットワーク会議、NPO 法人摂津市人材サポート・ビューロー、NPO 法人大阪環境カウ

ンセラー協会 

【ＨＥＭＳメーカー】パナソニック（株） 

【エネルギー供給事業者】関西電力（株）、大阪ガス（株） 

【自治体等】近畿経済産業局、大阪市、堺市、貝塚市、大阪府、大阪府地球温暖化防止活動推進センター 

（４）概要 

  ・家庭におけるエネルギー使用状況および「見える化」の取組みについて事務局から説明。（資料 2-2-1-1） 

  ・大阪市から環境家計簿及び見える化機器貸出しの取組み、大阪府地球温暖化防止推進センターから「う

ちエコ診断事業」、関西電力（株）からインターネットによる電気使用量のお知らせ照会サービスや省

エネコンサルティングなどの家庭の省エネに関する取組み、パナソニック（株）からＨＥＭＳについ

て、それぞれ紹介があった。（資料 2-2-1-2～2-2-1-5） 

  ・各消費者団体・環境ＮＰＯから「見える化」や省エネ等に関する取組についての紹介があった後、「見

える化」の普及方策等について意見交換を実施。 

（５）会議での主な意見 

・子供への啓発活動によって、子供の家族が見える化や省エネを考える機会を増やせればよい。年代別に

よって取り組むべき「見える化」が違うので工夫が必要。 

・「見える化」に関心を持ち続けてもらうことが非常に困難。省エネランキングや、サービス・小売事業

者と連携したインセンティブを与える仕組みなど、励みになることを工夫して提供していく必要がある。 

・地域全体の方向性がまずはっきりしないと、個別の家庭部門の「見える化」をどうするのかというとこ

ろだけに特化した議論は難しい。 

・検針票に前年度に比べて使用量がマイナスなのかプラスなのか書かれていることを、もっとＰＲしては

どうか。折角、先進的な取組みをしているので、チラシ等の記載をもっとわかりやすくしてほしい。 

・一般府民にとって、ＨＥＭＳが何なのか分かりにくい。既存住宅でどうしたらいいのか見えてこない。 

資料２－２ 



◆第２回会議 

（１）日時：平成 26 年 1月 24 日（金）午後 1時 30 分～午後 3時 30 分 

（２）場所：大阪府咲洲庁舎 44 階 大会議室 

（３）出席者： 

【消費者団体、環境 NPO】大阪府生活協同組合連合会、なにわの消費者団体連絡会、全大阪消費者団体連

絡会、（公社）全国消費生活相談員協会関西支部、（公社）日本消費生活アドバイザー･コンサルタン

ト協会西日本支部、NPO 法人関西消費者連合会、NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議、NPO 法人

大阪環境カウンセラー協会 

【エネルギー供給事業者】関西電力（株）、大阪ガス（株）、（一社）大阪府ＬＰガス協会 

【自治体等】近畿経済産業局、大阪市、堺市、大阪府 

【ファシリテーター】(有)ひのでやエコライフ研究所 鈴木靖文氏 

（４）概要 

 ・近畿経済産業局、（一社）大阪府ＬＰガス協会から家庭での省エネ等に関する取組みについて、紹介が

あった。（資料 2-2-2-1） 

 ・「見える化」の普及に向けた具体的な取組みについて意見交換を行った。（資料 2-2-2-2～2-2-2-5） 

・関西電力（株）、大阪ガス（株）から、電気・ガス検針票の記載内容等について紹介があり、意見交換

を行った。（資料 2-2-2-6～2-2-2-8） 

（５）会議での主な意見 

 ・環境教育の中で、エネルギーについて足りない部分があれば盛り込んでいくよう働きかけてもいいので

はないか。 

 ・子供への教育は重要。学校教育の中で取り入れてほしい。現場の需要はあると思うので、窓口である各

市町村の教育委員会に持っていければよい。 

 ・「見える化」は大切だが、しばらくするとマンネリ化する。見える化したものをどう活用するかをしっ

かりと伝えないといけない。 

 ・電気料金の契約形態がなかなか見えないので、もっとわかるように工夫できないか。 

 ・電気等の使用量について、携帯電話のように一定の使用量を超えたらメールで注意喚起するような仕組

があってもいいのではないか。 

４．会議後の状況 

・「見える化」の取組みをとりまとめ、府ホームページで紹介。 

・子供向けのエネルギー教育について、教育委員会と連携して進めていくことを今後検討。 



大阪府環境農林水産部     政策課
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家庭におけるエネルギー使用の状況と
見える化の取組み
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府域のエネルギー消費量の推移

1,001

【1990年度比  2010年度      消費量】
3.3％増加（2005年度  は4.6％減少）
産業：17％減少、 民生(業務)：29％増加、 民生(家庭)：33％増加

(24％)

(27％)

(11％)
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資料：大阪府調 



家庭における用途別エネルギー消費量
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家電機器 普及 大型化 多様化 生活様式 変化等 伴  動力 照明用     増
加している。
     普及等   冷房用 増加  相対的 暖房用 厨房用 給湯用 減少     
特 大阪 冷房用 占  割合 大   

資料：      白書2013」（資源エネルギー庁）
※動力      冷蔵庫   家電機器 使用     

大阪市 全国４７都市（平均）

資料： 全国    住宅 用途別     消費 地域特性 関  研究」
（1998年８月 東北芸術工科大学 三浦助教授）から作成
※           冷蔵庫   家電機器 使用     
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家庭部門におけるエネルギー源の推移

新たな家電製品の普及、大型化・多機能化等によって電気のシェアは大幅に増加し
た 近年    電化住宅 普及拡大    2011年度 電気 シェアは50.6％。
電力 多 消費          等 空調機器  冷蔵庫 洗濯機等 動   

  動力 照明器具    等 電力消費も増加している。
家庭における世帯当たり待機時消費電力量  家庭 世帯当  全消費電力 

6.0％を占める。

資料：      白書2013」（資源エネルギー庁）



資料：経済産業省HP（夏季の節電メニュー）より
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家庭における夏の電力使用の特徴
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kW

時刻

【サンプルデータ等より資源エネルギー庁推計】

ご在宅の場合は、
13時～16時の節電が特に重要です！

節電をお願いしたい時間帯

①＋②＋③
全需要

③家庭

① 大口
（大企業や工場）

② 小口
（中小企業や商店）

夏期 電力需要 全体  13時 16時の時間帯がピークとなるが、家庭部門では
夕刻から夜にかけてピークとなる傾向がある。
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家庭における冬の電力使用の特徴

冬季 電力需要 全体  9 10時頃と17 19時頃の２つの時間帯にピークが現
れるが、家庭部門では特に夕刻がピークとなる傾向がある。

資料：経済産業省HP（冬季の節電メニュー）より
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エネルギーの「見える化」とは

       見  化 ＝ エネルギーの使用状況を数値や図表等により可視化すること。

 見  化   
① 「可視化」に同じ。

② （特 企業活動 ）業務 流  映像     図表 数値化        分     表    問題の

共有 改善 役立      可視化。  大辞泉   

本会議では・・・

 見  化    期待     

     使用量 
現状の把握 改善行動エネルギー使用状況

の問題点への気づき 効果の把握
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家庭における省エネの可能性

資料：2010年度環境省委託事業調査結果 基 大阪府試算

内容 2020年までの対策の導入量
2020年BAUからの 2007年

比での
削減率

削減量(PJ) 削減率

省エネ型ライフスタイルへの転換

省エネナビ等の導入
全世帯（381.6万世帯）の18％（68.7万世帯）が追加導入
【2007年】6.5万世帯

0.6 0.5%
0.4%

省エネ行動の推進
あまり省エネに取り組んでいない世帯も含め、全世帯が積極
的に省エネに取り組んでいる世帯と同様の省エネ行動を実施

2.1 1.6%
1.6%

小 計 2.7 2.0%
2.0%

省エネ・省CO2機器の普及

高効率な家庭用冷暖房機器の導入 全エアコン数の94％（1,054万台）が更新 7.5 5.7%
5.6%

ヒートポンプ給湯器の導入
全世帯の10％（38.4万世帯）が追加導入

【2007年】16.1万世帯
8.2 6.2%

6.1%

潜熱回収型給湯器の導入
全世帯の10％（39.1万世帯）が追加導入

【2007年】1.7万世帯
1.2 0.9%

0.9%

太陽熱温水器の導入
戸建住宅世帯(147万世帯)の10％（14.6万世帯）が追加導入

【2007年】14.9万世帯
0.9 0.7%

0.7%

高効率な家庭用照明器具の導入
全世帯の62％（238.1万世帯）が更新

1.3 1.0%
【2007年】48.1万世帯 1.0%

テレビ、冷蔵庫等の効率を改善 全世帯の94％（356.8万世帯）が更新 9.4 7.1%
7.0%

燃料電池の導入
全世帯の1％（4.7万世帯）が追加導入

1.2 0.9%
【2007年】0.1万世帯 0.9%

ガスエンジンコージェネレーションの導入
全世帯の3％（12.6万世帯）が追加導入

【2007年】2.2万世帯
2.0 1.5%

1.5%

小 計 31.8 24.1%
23.8%

計 34.5 26.2%
25.8%

家庭部門    省  機器・設備等の最大導入ケース※での     削減量等 試算  結果 2007年
比 省     導入  省  型         転換 ２%程度 省   省CO2機器の普及で24%程
度 削減 可能性    （※自然代替、技術進展、現状レベルの施策の継続に加え経済的施策や規制的施策の追加的な実施を想定）
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（参考）関西電力管内におけるH22年度以降の電力販売量の推移（電灯計）

資料：関西電力資料  大阪府作成
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（参考）関西電力管内における１４～１５時の最大電力の比較〔対Ｈ２２年比〕

資料：関西電力資料 加工

減少量 減少率

節電効果（全体） 約280万kW 約 11 ％

（内訳）

家庭用 約 60万kW 約 11 ％

業務用 約 130万kW 約 12 ％

産業用 約 90万kW 約 9 ％
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家庭におけるエネルギーの見える化の取組み①

環境家計簿
電気・ガスなどのエネルギー消費等を記録することで、家庭からのCO2排出量等 把握           

実施主体：自治体（都道府県、市町村 等）、民間企業等（関西電力 日本  協会 等） 、 NPO団体等

府域市町村の取組状況

・平成24年度における環境家計簿の取組状況を調査したところ、18市町から報告があり、取組世帯として市町が把握している

数は6,982世帯（15市）  前年に把握した世帯数を24%下回った。

 前年  比較    世帯    ＣＯ２排出量 推移 見  、8市のうち6市において削減でき、全体としては1.4％の減

少となった。
＜大阪府環境家計簿＞
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家庭におけるエネルギーの見える化の取組み②

家庭エコ診断
ご家庭 年間     使用量 光熱費   情報     専用    用    住   気候  家庭 

        合   無理     省CO2 省  対策を提案する診断メニュー。

実施主体：地方自治体 地域事務局 民間企業
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家庭におけるエネルギーの見える化の取組み③

電気・ガス使用量  知  照会サービス
       上 電気使用量   使用量等 確認        

実施主体： エネルギー供給事業者

見  化機器の貸し出し
エネルギー消費量 可視化  表示  機器 配電盤 接続  電気使用量 記録  省      

      差 込  対象   家電機器 電気使用量 記録  簡易型電力量表示器などがある。

実施主体：自治体、ＮＰＯ団体等

府域市町村の実施状況： 大阪市、堺市、豊中市、貝塚市、茨木市 等
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家庭におけるエネルギーの見える化の取組み④

HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム）
家庭 設置   太陽光    蓄電池 家電   情報           家庭内       利用

状況  見  化  図           利用 最適化 行 システム。

ＨＥＭＳメーカー： ３８社 （平成23年度     管理    導入促進事業費補助金対象機器登録    ）

新築戸建 住宅 ＨＥＭＳ 標準装備          出      



なにわエコライフ推進事業ついて 

大阪市環境局環境施策課 

事業開始： 平成 14 年度 

目的： 地球温暖化対策及び市民の環境保全行動の推進 

内容： 環境家計簿を活用して、電気、ガスの使用量を記録することで省エネ活動 

を実践していただいている。 

特色： なにわエコライフ普及員との協働で事業を拡大 

【平成 25年度の取組み】       
①チャレンジシートの配付・配架（６月～） 

 配架場所 

 各区役所、中央図書館、各区の地域図書館等大阪市関係施設 

 そのほか、イベント等で配付、紹介。 

 ホームページからダウンロードも可能。 

②出前講座  

 １０名以上のグループ、団体から依頼を受け開催。 

 市職員とエコライフ普及員でチャレンジシートについて説明

する。 

③チャレンジシートの提出（平成 26 年 2 月 7 日まで） 

④集計・コメント記入・返却 （平成 26 年 3 月中頃） 

⑤取組結果の公表 

【参考】 

エコライフ URL 

http://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000169488.html

資料２－２－１－２



【平成 24 年度取組結果】 

平成２４年度は、５４９世帯に参加していただきました。 

１．結果のまとめ（取組期間：平成２４年６月～２月）

前年度と比べて全体で約６．５トンのＣＯ２が削減できました。 

 使用量 ＣＯ２排出量 

電気 △13,645 kWh △4,243  kg 

ガス △966   △2,212 kg 

電気・ガスの合計 △6,455 kg 

２．１世帯当たりの電気・ガスの使用量 

 使用量 ＣＯ２排出量 

平成 24 年度 前年度比 平成 24 年度 前年度比 

電気 1,090kWh △235 kWh(17.7 ％減) 388.9kg △58.1 kg（13％減） 

ガス 60.5   4.5  （8 ％増） 138.6kg    21 kg（17.8％増）

電気・ガスの合計 527.5kg △37.1  kg(6.5％減） 

※データの有効世帯数について（電気：549 世帯／ガス：514 世帯）

３．家族構成別の比較（なお、7人以上の世帯は、サンプル数が少ないため記載していません）
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924kWh

1,226kWh
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1,976kWh

kWh
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世帯人数別 平均電気使用量
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「見える化機器」を活用した省エネ行動の促進事業の概要 

大阪市環境局環境施策課 

１ 事業目的 

大阪市では、低炭素社会の構築に向けて家庭からの温室効果ガス排出量を削減

し、環境未来型のライフスタイルを創造するため、毎日の消費電力量と CO2排出

量、電気料金をリアルタイムで確認できる「見える化機器」（省エネナビ）のご

家庭への貸出を行っている。

「見える化体験」をブログ等を通してより多くの市民に向けて発信していただ

ける方には、「見える化機器」を最長１年まで貸出、環境局からは環境に関する情

報提供を行うことで、市民とパートナーシップを組んで、省エネ・省 CO2行動の

普及啓発に取り組んでいる。

２ 貸出状況 

対象        対象市内に住所を有している方で、機器の設置が可能な 

分電盤のある住居にお住まいの方 

機器保有台数 100台 
貸出期間     ３か月（１回更新可）

（最長 1年まで貸出プログラムもあり〔H24～〕）

貸出件数 

H23 308件（7月～）
H24 165件



「省エネナビ」って？何？ 

貸出内容（事前に電話かFAXかメールでご予約ください。）

電力使用量をリアルタイムで測定し、二酸化炭

素排出量や電気料金にも換算して表示します。 

時間ごとの状況を棒グラフにしてくれるなど省

エネ・省CO２効果がひと目でわかる機器です。 

目標値が設定でき、ランプの色やブザーで省エ

ネの状況をお知らせするので、ライフスタイル

に合った省エネが実践できます。 

市内にお住まいの方に、３か月間無料で貸し出します。 

⇒貸出時に、市内在住であることが確認できる書類（健康保険証など）をお持ちください。

機器の貸出・返却は環境局で行います。（機器の郵送・宅配不可）

⇒平日９時～17時 30分に環境局（あべのルシアス）までお越しください。

分電盤の状況により機器を設置できない場合があります。 

⇒詳しくは、事前にお問い合わせいただくか、大阪市ホームページをご覧ください。

お問合せ先 大阪市 環境局 環境施策課 
〒545-8550 大阪市阿倍野区阿倍野筋 1丁目 5番 1号 あべのルシアス 13 階 
（電話）6630-3218（FAX）6630-3580（メール）mieruka@city.osaka.lg.jp 
（ホームページ）http://www.city.osaka.lg.jp/kankyo 

ご家庭の電力使用量を見える化！



見える化機器利用前・利用後アンケートより 

見える化機器利用前・利用後アンケートより 

電気を使っていることを意

識するだけでこれだけちが

うのかと思いました。

こどもも一緒に節電

に取り組むことができ

ました。 

電気機器の電力使用量や

一日の電気の使用量の目

安がわかり、よかったと思

っています。

待機電力の大きさが

わかり、プラグを抜か

なければと実感。

わかりやすく、目で見て電

気をどれだけ使っているか

がわかるので、よかった。

使用者の 7割以上から「節電に効果があった」

とのお声をいただいています！ 

何を使えば電気使

用量が増えるか知る

ことができた。

無駄な電気は使わないよう心が

けることで、前年度より電気使

用量を減らすことができました。

「見える化機器」を使っ

た方はこんな工夫をす

るようになりました♪ 

・早めの就寝でエアコンや家電を早めに切るようにした

・冷蔵庫のドアの開閉を減らし、省エネカーテンを取り付けた。 

・エアコンの使い方を変えた（使用を減らした/1部屋使用など）



一般財団法人 大阪府みどり公社

(大阪府地球温暖化防止活動推進センター)

平成25年10月30日

1
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うちエコ診断の特徴とメリット

「ご家庭のエコ度(100世帯中のランキング)」が

分かります。

“どの生活シーン”で“どれだけ”CO2が排出され

ているのかを見える化し、お知らせします。

各家庭にぴったりな削減対策をＣＯ２削減量と

お得になる金額がわかります。

1

2

3

診断前後によるＣＯ２削減率(Ｈ24) ： １６％
受診者満足度 ： ８割以上



うちエコ診断事業とは・・・

家庭を対象として、家庭ごとの排出量を見える化し、排出ラ
ンキング等をお知らせし、さらにライフスタイルに応じた削
減対策を提案します。

専門の診断員と受診者が、パソコン画面を見ながらコミュニ
ケーションを通して、診断を実施します。（時間約４０分）

自治会や会社の従業員の方が、集会場や会議室を活用し、
既に府内１,１００世帯以上で受診いただいています。
今年度の予定 ：全国で1万5千件、大阪府内で400件

環境省の事業であり、各地域の地球温暖化防止活動推進
センターが受託

1

2

3

4



うちエコ診断の実施風景

・診断は診断員と受診者が１対１で、

楽しく会話をしながら、行います。

・１人当たり所要時間45分程度です。

・受診人数に合わせて、複数の診断員派遣が可能です。

満足した人、
楽しかった人

8割以上



受診者の声

我が家のことをしっかり聞いてもらえて、アドバ
イスをいただけました。とても参考になりました。

とても役立つお話で、普段の生活での疑問
点も聞けてすごく良かった。

思っていたよりフレンドリーで楽しかった。

ちょっとした工夫でもCO2が1割以上減らせるこ
とがわかった。



１位 １００世帯中のランキング

家計簿で取り組んでいたのに、意外と多かった。

節約生活のおかげかいい結果だった。

２位 自分自身のライフスタイルに応じた診断

今まで気にしなかった対策を教えられた。ちょっとした工夫で１０

％も下がることが分かった。

３位 家庭の排出量の内訳
自動車が意外と多かった。給湯が多いことがわかった。

４位 元がとれる？
太陽光の試算がためになった。

うちエコ診断の満足要因



実際のうちエコ診断画面について



①あなたのエコ度 判定します！

- 排出順位がわかります。

- 自分ではエコしていると思っても、意外と違う場合も

多々あります！

8

満足度 高



②日常生活のどこから排出しているか。

- どこから排出されているか、ほとんどの人は知らない。

- 多い排出源を知ることで、効果的な対策につながります。

（エコドライブや節水シャワーヘッドの採用など）
9

自家用車

給湯

冷蔵庫

給湯

暖房

自家用車

満足度 高



③ご家庭にぴったりな対策を提案！

- 沢山のメニューから対策を選ぶことができます。

- お得になる光熱費もお知らせします！

（石油ストーブよりエアコンがエコでエコノミー）
10

満足度 高



④元が取れるかどうかの試算をします

- 環境機器は、初期投資が割高でも トータルコストでは「得」な場合も少なくない。

- 元が取れるかどうか等のシミュレーションは、行動を起こす重要な情報の一つ。

11



事前調査票のご提出（診断の10日前まで）
１

診 断 実 施

（100人中の排出順位を提示、削減対策の提案）

２

（3ヵ月後） 行動変化アンケートへの回答
３

当日（約45分/人）

うちエコ診断の流れ



うちエコ診断の実績

☆主な受診企業や自治体等

企 業 ： 関西電力㈱様、大阪ガス㈱様、近畿日本鉄道㈱様、

南海電気鉄道㈱様、ダイキン工業㈱様など

自治体 ：大阪府様、大阪市様、堺市様、東大阪市様、摂津市様、

泉大津市様、河南町様など

NPO等 ：コープこうべ様、東大阪エイフボランタリーネットワーク様、
東大阪市福祉協議会様など

☆診断件数 1,100世帯以上 （満足度80％以上）
内訳：平成22年度 約200件、平成23年度 約300件、平成24年度 約400件、

平成25年度 現在250件程度



うちエコ診断の課題等

★認知度が十分ではない。
現在、自治体を中心として、診断ソフト画面を基に直接出向いて説明し

ています。実際に画面を見ていただくと、興味を持っていただき、受診に
つながるケースが多い。

★ 診断に45分程度の時間が必要である。
診断には45分程度が必要であることに抵抗感がある。ただし、実際に
受診いただくと、楽しく会話が弾んで60分くらいになるケースが多い。

★ 環境イベントなどでの診断が難しい。
当日の来場者が興味を示しても、光熱費が分からない場合や時間が

ほとんど割けない場合があり、あいまいな診断となってしまうことも。

企画段階から連携させてもらえると効率的に。



ぜひ、うちエコ診断を

受診し体験しみてください！

ぜひ、うちエコ診断を

受診し体験しみてください！

【うちエコ診断のお申込み、お問合せ】
(一財)大阪府みどり公社（大阪府地球温暖化防止活動推進センター）

TEL： 06－6266－1271
E-mail: y-tanaka@osaka-midori.jp
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スマートＨＥＭＳのご紹介

パナソニック株式会社
エコソリューションズ社
エナジーシステム事業部
新事業推進センター

２０１３年１０月３０日

資料２－２－１－５



スマートＨＥＭＳ とはスマートＨＥＭＳ とは

「スマートハウス」を実現するためには「ＨＥＭＳ」が必要です。

１



かしこく家じゅうのエネルギーをマネジメント

できる機器という意味を込めています。

ＡｉＳＥＧ
アイセグ

ＡｉＳＥＧは、スマートＨＥＭＳの中核の役割を果たす機器です。

Ａｉ （かしこい）
Artificial Intelligence 

ＳＥＧ（エネルギー管理システム）

Smart Energy Gateway

ECHONET Lite搭載

ＡｉＳＥＧ（アイセグ） とはＡｉＳＥＧ（アイセグ） とは ２



スマートＨＥＭＳの特長 【見える化】スマートＨＥＭＳの特長 【見える化】

「つくる」「買う」「使う」「貯める」「売る」
の5つの要素をバブルで表示。

ペンギンのキャラクターが、
電気の流れを楽しくお知らせ。

電気の流れを分かりやすく表示。

バブル画面ペンギン画面

シンプル画面

さまざまな画面で見える見える化

第5回キッズデザイン賞
ＴＥＰＩＡ賞を受賞

エコ
育

３



わが家の『見える化』レポート のご紹介わが家の『見える化』レポート のご紹介

大阪府在住

Ｍ様邸の
場合

会社員
（４０代）

高校生
（１０代）

専業主婦
（４０代）

『見える化』って家全体の

電力使用量がわかるだけかと思ったら、

機器（分岐回路）ごとにわかるのね。

これなら節電のポイントが

見つけやすいかも！

４



わが家の『見える化』レポート・・・・エアコン編わが家の『見える化』レポート・・・・エアコン編 ５



わが家の『見える化』レポート・・・・冷蔵庫編わが家の『見える化』レポート・・・・冷蔵庫編 ６



電力を『見える化』して、
節電するポイントが
はっきりわかったわ。
これで、わが家は
しっかり節電
できそう！

わが家の『見える化』レポート・・・・食器洗い乾燥機編わが家の『見える化』レポート・・・・食器洗い乾燥機編 ７



スマートＨＥＭＳの特長 【最適制御】スマートＨＥＭＳの特長 【最適制御】

【エコモード運転】

エアコンの運転開始から30分後に、

省エネ温度（冷房28度）に自動切替。

【余剰電力で沸き増し】

天気予報や過去の電気使用情報を考慮し、太陽光

発電の余剰電力でエコキュートを自動沸き増しします。

電力が足りないと判断すればＩＨが自動で

ＩＨクッキングヒーターの火力をセーブします。

【ピーク制御】 【蓄電池停電時も安心】

停電時に、昼間は太陽光発電で作った電気を、

夜間は蓄電池にためておいた電気を使えます。

８



スマート
グリッド

ZEH・ｽﾏｰﾄﾊｳｽ
（ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰﾎｰﾑ）

多様なｻｰﾋﾞｽ
・新電気料金
・ｴﾈﾏﾈｻｰﾋﾞｽ
・新生活ｻｰﾋﾞｽ

多様なｻｰﾋﾞｽ
・新電気料金
・ｴﾈﾏﾈｻｰﾋﾞｽ
・新生活ｻｰﾋﾞｽ

電気の最適
需給バランス
電気の最適
需給バランス

生活便利
機能実現
生活便利
機能実現

省エネ
コントロール
省エネ

コントロール

スマート
メーター

家電・設備

ＥＶ充電

サービス用
サーバー

太陽光・蓄電池

ＥＶ

ＨＥＭＳ

将来像
（２０２０年）

将来の変化に備えて～HEMSが当たり前に ９



●デマンドレスポンス例

朝 昼 夜間夜間 夕方

需要に応じ
料金を上下

電力需要

ピーク時
電
力
料
金
・
需
要

■１日の電力使用量/電気料金（イメージ）

ＨＥＭＳで
お知らせします。

例えば、

ピーク時の

電気料金

が高くなる時

新築時、ＨＥＭＳを導入しないと、将来、お客様に負担がかかります。

下記の時間帯は料金が高くなります。
ご使用量を控えてください。

お知らせ

7/20（金）13：00 15：00
１kWh：＋70円

２０１６年 電力自由化実施予定
新料金メニューやデマンド・レスポンスに対応

本内容は構想であり、現時点で提供できるサービスではありません。

●料金の高い時にピークカット

２８℃

快適節電快適節電 １０



スマートＨＥＭＳ 将来構想スマートＨＥＭＳ 将来構想

スマートグリッド

街まるごと
対応

ｽﾏｰﾄ
ﾒｰﾀｰ

ＥＶ・ＰＨＥＶ

Ｖ２Ｈ

ＥＶ送受電
設備

エコ以外の
機器も拡充

新しい制度、
サービスへ対応

サーバー

１１



スマートＨＥＭＳ 現状の課題スマートＨＥＭＳ 現状の課題

省エネに関心を持ち続けてもらうには？

機能価値
見える化＋α

将来の必要性
の
訴求

関心を持ち続けて
もらうための工夫 「エコ育」の充実

ランキング
インセンティブ

１２



ご清聴有難うございました。



＜ご参考＞スマートＨＥＭＳ システム図＜ご参考＞スマートＨＥＭＳ システム図

HEMSモニター
（７型）

ＡｉＳＥＧ

ＡｉＳＥＧ用エネルギー
計測ユニット

パナソニック
サーバー

住宅分電盤

ＬＡＮ
920ＭＨｚ

創蓄連携システム ※概念図

920ＭＨｚ

テレビ（ビエラ）

無線ルーター
（別売）

ポータブルビエラ

ＡｉＳＥＧ対応機器

リチウムイオン
蓄電池

パワー
ステーション

パルス発信式
流量計

燃料電池

太陽光発電システム

接続箱
ﾊﾟﾜｰ

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ
太陽電池
ﾓｼﾞｭｰﾙ 太陽電池

モジュール

ドアホン子器

住まいるサポＥ型
（7型）

ＡｉＳＥＧ対応
エコキュート

Ｗｉ-Ｆｉ

Ｗｉ-Ｆｉ

Ｗｉ-Ｆｉ
または
有線ＬＡＮ

無線アダプタ
（別途）

920ＭＨｚ

920ＭＨｚ
スマートフォン

インターネット

ＯＮＵ（別売）

まとめてねット

パソコン

パルス発信器付
ガスメーター

ｏｒ

Ｗｉ-Ｆｉ

ＡｉＳＥＧ対応
ＩＨクッキングヒーター

ＡｉＳＥＧ対応
エアコン

920ＭＨｚ

920ＭＨｚ

ＡｉＳＥＧ対応
エネファーム



Ministry of Economy, Trade and Industry
Kansai Bureau of Economy, Trade and Industry
Energy Policy Division

スマートなエネルギー消費

平成２６年１月２４日

近畿経済産業局
資源エネルギー環境部 エネルギー対策課

中村 秀樹
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実質GDP
1973 2012 

2.4倍

（百万原油換算ｋｌ）

我が国のエネルギー消費状況

石油危機以降、GDPは２．４倍に増加したにも関わらず、産業部門はエネルギー消費量が１割減少。
一方、民生部門は２．４倍に増加（業務部門２．７倍、家庭部門２．１倍）。産業部門は依然、全体の
４割の消費量を占める。

最終エネルギー
消費量

1973 2012

1.3倍
運

輸

1973 2012

1.8倍

民

生

1973 2012

2.4倍
業務

1973 2012
２．７倍

家庭
1973 2012
２．１倍

産

業

1973 2012

0.9倍

運輸部門

民生（業務部門）

産業部門

86百万kl（23.2%）

72百万kl（19.3%）

160百万kl（43.3%）

民生（家庭部門） 53百万kl（14.2%）

（出所）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」、国民経済計算年報をもとに作成 １



家庭部門のエネルギー消費状況

２



総合資源エネルギー調査会 総合部会
第１回会合資料（H25.3.15）

（第2回産業競争力会議での茂木大臣説明資料）

「多様な供給体制とスマートな消費行動を持つエネルギー
最先進国」へのアクションプラン

３
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Ⅰ）社会像と現状の問題点
住宅ビルは、高い断熱性を有し、自ら使うエネルギーを管理し、
自ら生み出せる「エネルギーを賢く消費する環境」を整備し、先進
的な需給構造を作っていく。

ＥＭＳの政策上の位置づけ（日本再興戦略：抜粋）

Ⅱ）解決の方向性と戦略分野（市場・産業）及び当面の主要施策
○スマートコミュニティの拡大、エネルギーマネジメント産業の確立
・インフラとなるスマートメーターの整備を進め、２０２０年代早期
に全世帯・全工場にスマートメーターを導入。並行して、エネル
ギーマネジメントシステム（HEMS、BEMS等）の導入を進め、日
本全体でエネルギーを賢く消費する環境を整備することにより、
エネルギー消費の最適化を目指す。

③エネルギーを賢く消費する社会（抜粋）

５



エネルギーマネジメントシステム（EMS）の普及

６



○EMS（Energy Management System）とは、家電や空調・照明、太陽光パネル・
蓄電池などの機器と連携し、効率的に賢くエネルギーを管理・制御を行う
システム。

○創エネ・蓄エネ機器との連携により、電力需要のピークカットを実現。

【HEMSの例】 ※家庭（Home）におけるEMSをHEMS、ビル（Building）におけるEMSをBEMSという。

エネルギー管理システム（HEMS・BEMS）

７



9

特高・高圧大口需要家
（契約電力500kW以上）

高圧小口需要家
（契約電力500kW未満）

低圧需要家

〔全国メーター設置数（９電力）〕

〔約5万個〕

〔約70万個〕

〔約7,700万個〕

契約ｋＷ

500ｋＷ

50ｋＷ

普及状況と支援措置

○従来より一品モノのエネルギーマネ
ジメントシステムの普及が進んでいる。

○平成２３年度補正予算によりＨＥＭＳ
端末の導入を支援。

工場・大型ビル

中小ビル

マンション

一般家庭

共有部はビル

占有部は家庭

全国ピーク需要（９電力）
約1億8000万kW

約１/３

約１/３

約１/３

主な対象

○平成２３年度補正予算によりＢＥＭＳ
※アグリゲータの普及を支援。
※ビル・エネルギー・マネジメント・システム

○一般家庭が集合し、電力需要が比
較的大きいマンションをアグリゲータ
の次のターゲットに。

エネルギーマネジメントシステムの普及状況

○中小ビルクラスに限られているアグリゲータビジネスについて、マンションを次のター
ゲットとして拡大していく。
○一般の家庭については、ＨＥＭＳ端末※の導入を支援している。
※ＨＥＭＳ：ホーム・エネルギー・マネジメント・システム

８



スマートマンションの実例（プラウド船橋）

エントランスホールのデジタルサイネージ

ＥＶ急速充電器（ＰＶ、蓄電池と連携）

プラウド船橋 外観

見える化ＰＣ画面 利用イメージ宅内見える化モニター
９



【現時点の各電力会社のスマートメーター導入計画】

スマートメーターの整備（これまでの取組と今後の対応）

スマートメーターは、電力使用量の見える化やきめ細やかな時間帯別・季節別の電気料金メニューの
設定を可能とする重要な基盤。

工場・ビル等の高圧部門については、２０１６年度にはスマートメーターの全数設置が完了予定。家庭
等の低圧部門については、現時点における導入数はわずか（２００万台超程度）であるが、各電力会社
が本格導入に移行しつつあり、既に調達に向けた手続きが進められている

これまで、電力各社による早期導入の環境整備として、スマートメーターが満たすべき基本的要件の取
りまとめや、HEMSとのインターフェースの標準化、スマートメーターの検定手数料の引下げ等を実施。

今後、小売全面自由化やスマートメーターから得られる情報を使ったビジネス展開等を見据えながら、
スマートメーター導入の更なる加速化を含め、政府及び関係事業者が取り組むべき事項を年度内を目
途に整理する予定。

【出所】第１２回スマートメーター制度検討会資料（平成２５年９月）

総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会
第６回会合資料（H25.10.2）

１０



技術開発・標準化（これまでの取組と今後の対応）

エネルギーマネジメントシステム（ＥＭＳ）とスマートメーターや家電等の各種機器の連携を可能とするため、
これまでに、ディマンドリスポンスの基盤となる技術（ＨＥＭＳ、ＢＥＭＳ、ＣＥＭＳ等）を開発。
※ＨＥＭＳ：Home（家庭） energy management system,/BEMS:Building（ビル） energy management system/CEMS:Community（地域） energy management system

また、通信規格を標準化するため、２４年２月に「スマートハウス標準化検討会」において、家庭内機器及び
ＨＥＭＳとスマートメーター間の標準インタフェースとしてＥＣＨＯＮＥＴ－Ｌｉｔｅを推奨することを決定、昨年５月
に「スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会」において、電力会社とアグリゲータ間の自動ＤＲの標準手
法である日本版ADR （電力会社とアグリゲータ間の自動ＤＲ）を策定。

今後は、下記の取組を進めることが必要と考えられる。
①ECHONET Liteの国際標準化
②ＡＤＲの通信規格の国際標準化
③４地域実証におけるＣＥＭＳとＢＥＭＳ・ＨＥＭＳ間の相互接続ルールの策定

通信規格標準化の取組例

スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会
【座長】 林 泰弘（早稲田大学）

・ 設置： 平成２４年６月２２日設置
・ 開催状況： これまでに３回開催

＜検討課題＞
①重点機器（創エネ・蓄エネ機器等）の下位層の特定・整備
②運用マニュアルの整備
③他社機器との相互接続検証と機器認証
④国際標準規格との融合・連携
⑤ディマンドリスポンス技術・標準の調査・研究

技術開発の取組例

総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会
第６回会合資料（H25.10.2）
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ディマンドリスポンスの取組に関わる事業者のビジネス性を高めるため、電力利用データの利活用を
促進することによって、業務コストの低減や新ビジネスの創出につなげていく。

このため、昨年９月に、スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の下に事業促進サブワーキング
グループを設置し、企業間連携やプライバシーの観点からの課題について検討を開始したところ。

高齢者見守りサービス

HEMSデータから高齢者の生活パ
ターン異常を検知。独居老人等の高
齢者の異常を早期に発見し、応急処
置や搬送サービスを提供。

機器メンテナンスサービス

HEMSデータから家電等の異常を検
知し、故障前のメンテナンスサービス
や故障時の部品を事前準備するサー
ビスを提供。また、これらのサービス
と保険ビジネスを組合せることも可能

地元商店街連携サービス

HEMSデータと消費者の生活に有用となる
サービス（地元商店街で使用できるクーポン
など）とを連携させた地域活性化サービス

ホームセキュリティサービス

HEMSデータから宅内への侵入者を検知し、宅
内にある家電等を適切に制御し侵入の防止及
び警備会社への迅速な対応を促すサービス

在・不在分析による効果的な宅配サービス

電力利用データを元に、中央管理センターで
顧客の在・不在状況を分析し、導き出した効
果的な宅配ルートにて配達するサービス

［新しいサービスの例（イメージ）］

周辺ビジネスの促進（これまでの取組と今後の対応） 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会
第６回会合資料（H25.10.2）
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エネルギーマネジメントの今後の発展イメージ
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第１回会議  主 意見及 今後 取組 について 

項目 主 意見等 取組みの方向性 具体的な取組みの内容（案） 

 見  化 全般   見  化  目的    手段 継続       難   一歩超        意
識     仕掛  重要。 
           見  化  取組          広 普及         わ
かりやすく広げていくことが重要 官  予算 裏    願     
・子供の啓発活動を通じて、「見  化」に触れる機会を増やしたい。 
・地域全体の方向性            個別 家庭部門  見  化       
              特化  議論     難   条例化 地域通貨 導入
など街づくり全体の中での位置づけをした上で、取り組みましょうという雰囲気を作る必要
がある。 
・年代別    取 組    見  化  違 ので工夫が必要。 
 簡単  見  化     温湿度計 利用   体感温度 ついてのセミナーを実施し
たことがある。体感することが大事。 
  見  化  関心を持ち続けてもらうことが非常に困難。ランキングや、サービス・小売
事業者と連携したインセンティブを与える仕組みなど、励みになることを工夫していく必要
がある。 

① 見  化      年代別 分     普及
啓発を実施 

②子供向けの啓発を実施 

③大阪府のエネルギー施策の方向性のとりまとめ 

④地域通貨等のインセンティブを与える施策の検討 

①年代 応   見  化            等作成 
⇒ 資料２－２（ 見  化  普及啓発）

②子供向けの啓発教材の収集・出前講座等の実施 

③・おおさかエネルギー地産地消推進プランの策定（平成26年3月策定予定）
⇒ 資料２－6 

 民生部門    省   省ＣＯ２化と再生可能エネルギーの普及促進に関
  制度化（検討中）

④・地域通貨等の取組促進 
⇒ 資料２－3（地域通貨） 

  ・デマンドレスポンスの取組み促進 
⇒ 資料２－4（デマンドレスポンス） 

環境家計簿  企業 協力 得         実施        インセンティブが必要。 
・集合住宅 戸建 住宅 区別  省  基準    も取ると後々参考になる。 
 環境家計簿 ３０ ４０歳代の人の取組みが少ない。子供向けの環境家計簿を
研究中 対象者 意識    上    重要 

①環境家計簿のさらなるＰＲ 

②子供向け環境家計簿の実施 

①府域の環境家計簿の情報 整理 、ホームページ等でＰＲ 
⇒ 資料２－２（ 見  化  普及啓発）【再掲】 

②子供向け環境家計簿の普及 

家庭エコ診断事業 ・認知度     十分    。 
・診断時間 ４０分  ４５分程度       。 
・診断に光熱費等のデータが必要なため、環境イベント等での飛び込み診断が難しい。 
・関心が強いが忙しい方には診断ソフトをＣＤで配布し、コミュニケーションが必要な方に
は診断という両建てでやっていければよいのではないか。 

①認知度 向上 向  啓発 強化

②診断ソフトの配布 

①協議会参画メンバーと連携したＰＲの実施 

②診断ソフトの調査・紹介 

「見  化」機器の貸
出し 

・３年前 取組 開始当初 比   今    申込  少        
・特に高齢者には取付け方が難しい。 

① 見  化 機器貸出      ＰＲ ①府域  見  化 機器 貸出 情報 整理        等 ＰＲ
⇒ 資料２－２（ 見  化  普及啓発）【再掲】 

インターネットを活用
した「見  化」 

・コストをかけられない中、工夫してＰＲしているが、さらに多くの方に加入していただきた
い。（「はぴ e みる電」の加入状況：約 40万件/約 1300 万件（3%程度）） 
 関西電力 騙        事例      省                飛 
込みで診断することはないということを周知してほしい。 
 関西電力 取組 先進的   チラシ等の記載がわかりにくいので工夫してほしい。 

①インターネットを活用した「見  化」についてのさら
なるＰＲ 

①協議会参画メンバーをはじめとする関係団体でのＰＲの実施（チラシ配布、セミ
ナー・イベント等でのＰＲ） 

検針票 ・検針票 前年度 比               書     ことを、もっとＰＲして
はどうか。 
・光熱費をどれぐらい使っているかを知らない人が多い。 

①検針票等を用いた啓発の工夫 ①検針票等を用いた啓発の工夫  
⇒ 資料２－５－１ ３（関西電力 大阪   検診票） 

HEMS の導入   見  化      金       方 多    機器 制御    便利 機能
の導入や、 見  化      機能価値 上  必要がある。 
 一般府民     ＨＥＭＳが何なのか分かりにくい。既存住宅          が
見      

①ＨＥＭＳをわかりやすくＰＲ ①・ホームページ等でＰＲ 
  ・ＨＥＭＳメーカーと連携し、セミナー等で啓発 

資料２－２－２－２



ホームページ等での「見える化」の取組みの普及啓発イメージ

家庭のエネルギー使用量を数値やグラフなどでわかりやすく「見える化」することで、エネルギー使

用にあたっての問題点がわかり、効果的な省エネ・節約につながります。

まずは、ご家庭のエネルギーの「見える化」に取組んでみましょう。

①環境家計簿 

 環境家計簿はご家庭の電気・ガスなどのエネルギー使用量を記録して把握することで、普段の生活を

見直し、環境にやさしい生活を実施するきっかけとなるツールです。

★こんな方にお勧め！

 ・毎月のエネルギー使用量や料金をきっちりと記録できる方

 ・「省エネナビ」や「ＨＥＭＳ」といった電子機器は難しくて苦手という方

 ⇒ ・毎月の電気やガスの検針票の数値を記録するだけ！

   ・インターネットを利用して、Web 上で記録できるものもあります。

★大阪府域で実施されている主な環境家計簿

実施主体 URL 種類

自

治

体 

大阪府 http://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/jigyotoppage/kakeibo.html 電子版（エクセル）

大阪市 http://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000169488.html 紙版

堺市 http://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/hozen/pamphlet/ecokakeibo.html 紙版

豊中市 ― 紙版

池田市 
http://www.city.ikeda.osaka.jp/kakuka_annai/kankyoubu/kankyou_yasasii/kanky
ou_kakeibo.html

紙版

吹田市 ― 紙版

高槻市 
http://www.city.takatsuki.osaka.jp/kurashi/kankyogomi/kankyopage/1329886202
185.html

紙版

電子版（エクセル）

貝塚市 
http://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/toshiseibi/kankyoseisaku/topics/h25kankyo
kakeibo.html

紙版

電子版（エクセル）

守口市 http://www.city.moriguchi.osaka.jp/contents/kankyo-hozen/kakeibo.html 紙版

枚方市 https://www.city.hirakata.osaka.jp/site/ondanka/tsuushinbo.html 紙版

茨木市 
http://www.city.ibaraki.osaka.jp/shinseisho/kanidenshimoshikomi/132013593700
5.html 紙版

富田林市 http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/public/section/mizumidori/kakeibo.html 紙版

寝屋川市 
http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kankyo/kankyosuishinka/ka
nkyojoho/1377583276598.html 紙版

河内長野市 ― 紙版

大東市 
http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/shiminseikatsu/kankyo/chikyuon
danka/kankyokakeibo.html

電子版（エクセル）

和泉市 http://www.city.osaka-izumi.lg.jp/kurasitetu/kankyouhozen/1338777189897.html
紙版

電子版（エクセル）

柏原市 ― 紙版

摂津市 ― 紙版

東大阪市 http://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000000396.html 紙版

島本町 http://www.shimamotocho.jp/kurashi/kurasi/kankyou/1282885444393.html 紙版

熊取町 
http://www.town.kumatori.lg.jp/kakuka/juumin/kankyou/kurashi/ondanka/12955
06337591.html

紙版

電子版（エクセル）

そ

の

他 

関西電力（株） http://www.kepco.co.jp/corporate/kankyou/co2kakeibo/index.html Web 版

（一社）日本ガス協

会 
http://www.gas-kakeibo.jp/

Web 版

電子版（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）

NPO 法人地球環境と

大気汚染を考える全

国市民会議(CASA) 

http://www.shiftra.jp/casa/system/ Web 版

資料２－２－２－３



②「省エネナビ」「電力表示器」の貸出 

・「省エネナビ」は、分電盤に取り付けることで、家全体の電気使用量を金額で知らせると共に、利用

者自身が決めた省エネ目標を超えるとお知らせする機器です。

・「省エネナビ」を使うと、目に見えないエネルギーを数値やグラフで見ることができ、日々の生活の

中で電力消費量を意識することで、節電行動や環境に配慮したライフスタイルの実践につながります。

・「電力表示器」とは、家庭用の電気プラグ（コンセント）に挿し込むだけで、使用している家電製品

の大まかな消費電力を測定することができる機器です。

★こんな方にお勧め！

 ・忙しくて電気使用量の記録をつける時間がない方

 ・自宅の電気使用量を常に数値やグラフで見たい方

 ・お金はかけずに「見える化」機器を使いたい方

 ⇒ ・分電盤（省エネナビ）やコンセント（電力表示器）に取り付ければ、電気使用量が数値やグラ

フで表示されます。

★大阪府域での「省エネナビ」「電力表示器」の貸出窓口

実施主体 URL 種類

大阪市 http://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000128667.html 省エネナビ

堺市 http://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/setsuden/kashidasi.html 電力表示器

豊中市 http://www.arpak.co.jp/toyonakaeco/ 省エネナビ

茨木市 http://www.city.ibaraki.osaka.jp/kurashi/kankyo/1323911049066.html 省エネナビ

貝塚市 
http://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/toshiseibi/kankyoseisaku/topics/syouenenabi

.html 
省エネナビ

枚方市 http://www.city.hirakata.osaka.jp/site/ondanka/syouenenabimonitor.html 省エネナビ

東大阪市 http://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000000692.html 省エネナビ

寝屋川市 
http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kankyo/kankyosuishinka/kanky

ojoho/1377585008683.html 
電力表示器

③うちエコ診断事業 

受診されるご家庭の年間エネルギー使用量や光熱費などの情報をもとに、専用ソフトを用いて、お住

まいの気候やご家庭のライフスタイルに合わせて無理なくできる省 CO2・省エネ対策を個別面談で提案

する事業です。

★こんな方にお勧め！

 ・専門の診断員に診断してほしい方

 ・ライフスタイルに合った省エネを知りたい方。

 ・他の家庭と比べて、どれくらい省エネできているかを知りたい方

  ⇒ ・環境・エネルギーの専門家である“うちエコ診断員”がわかりやすく、省エネを提案します。

    ・省エネの取組みで、どれくらいお得になるか分かります。

    ・自宅の省エネ度がランキング形式で表示されます。

★大阪府域のうちエコ診断事業窓口

大阪府地球温暖化防止活動推進センター（http://osaka-midori.jp/ondanka-c/uchieco/）



④電気・ガス使用量のお知らせ照会サービス 

 インターネット上で電気使用量やガス使用量等が確認できます。 

★こんな方にお勧め！

 ・インターネットをよく使われる方

 ・機器の設置や診断の受診をせず、気軽に自宅の省エネ度を知りたい方

  ⇒・インターネットで登録すれば、電気・ガス使用量や料金が確認できます。

   ・過去の使用量との比較など、省エネ・節約に役立つ情報がご覧いただけます。

★電気・ガスの使用量のインターネット照会サービスサイト

○ 関西電力（株） 「はぴ e みる電」：https://www2.kepco.co.jp/kenshinnet/N08EA03.do
○ 大阪ガス（株） 「マイ大阪ガス」：https://www.osakagas.co.jp/ssl/my-page/index.html

⑤ＨＥＭＳ（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム） 

HEMS は、家庭に設置された太陽光パネルや蓄電池、家電などを情報ネットワークでつなぎ、個々の

機器のエネルギー利用状況の「見える化」を図るとともに、エネルギー利用を「制御」し、最適化を行

うシステムです。

★こんな方にお勧め！

 ・高機能な「見える化」を実践したい方

 ・家を新築・購入する予定の方

  ⇒ ・さまざまな画面で、ご家庭のエネルギーの使用状況が確認できます。

    ・ＨＥＭＳを標準装備している新築戸建て住宅もあります。
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地域通貨について 

◆ 地域通貨とは 

地域通貨は、「特定の地域やコミュニティの中で流通する価値の媒体」と定義づけられ

る。日本円などの法定通貨のように「どこでも」「何とでも」交換できるという汎用性を

持たない一方、地域通貨はボランティアや地域活動などをはじめ、法定通貨では表現す

ることが難しい価値を表現できるのが特長。 

◆ 地域通貨に取組む主な目的 

１．コミュニティ活動の活性化 

参加者が「できること」「してほしいこと」を登録することにより、他の参加者との間

で「してほしいこと」と地域通貨の交換を行い、それらを通して参加者同士の交流や相

互扶助が起こり地域の活性化を促すことが考えられる。 

さらに、希薄になりつつある参加者の共同体意識が再構築されたり、ボランティア活

動などが活性化されることによって、社会貢献活動の掘り起こしが促進され、まちづく

りや環境改善等の推進に役立てることができる。 

２．地域経済の活性化  

地域通貨を活用することで、商店街・農業生産者等と参加者の間に「顔の見える関係」

を構築し、商店街の活性化につなげたり、農業生産物等を地域内で消費する「地産地消」

を促進する。また地域外からの来訪者との交流に地域通貨を取り入れることで、定期的

に訪れる「交流人口の増加」につなげることも期待できる。 

◆ 関西における地域通貨の事例 

１．iKeco（いけこ） 

○実施地域：大阪府池田市

○実施主体：池田市立３R 推進センター（エコミュージアム）

○概要

・市民などからリユース品の寄付を受付け、それを販売し、販売収益が太陽光発電設

備導入のための基金として積み立てられている。

・また、エコミュージアムの指定管理者を務める NPO 法人や商工業団体からなる池

田新エネ推進協議会の事務局が、市役所と協力しながら地域通貨である環境お買い

物券「iKeco」を発行しており、その販売収益も太陽光発電設備事業の費用となる。

○事業スキーム

資料２－２－２－４
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２．コナン市民共同発電所 

○実施地域：滋賀県湖南市

○実施主体：一般社団法人コナン市民共同発電所プロジェクト

○概要：

・市民からの出資で太陽光パネルを設置した市民共同発電所を運営し、その売電益を

市内の特産品や福祉作業所産品などを購入できる「地域商品券」で出資者へ還元。

○事業スキーム：

３．関西エコポイント 

○実施地域：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、徳島県、鳥取県、奈良県

○実施主体：関西広域連合

○概要：

・CO２削減効果のある商品・サービスを購入したお客様にエコ・アクション・ポイン

ト(ＥＡＰ)が付与され、それを関西一円で使える商品券等と交換できる｢環境にやさし

い消費生活」を応援する関西独自の事業。

○事業スキーム：

住民、企業
湖南市民共同発電所

（再生可能エネルギーの

発電による売電収入）

福祉施設、農産物・特産品等販売施設

出資

地域商品券

地域商品券
特産品、福祉レスト

ランでの食事等 発電スペース

の貸出
発電設備の設置
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４．KYOTO エコマネー 

○実施地域：京都府京都市 

○実施主体：京都市

○概要：

・参加店舗でのマイボトルを使っての飲み物購入、参加店舗への衣料品の持ち込みに

より「KYOTO エコマネー」を取得できる。

・スタンプカードに貯めたエコマネーは京野菜などに交換できる。

５．みえのエコポイント 

○実施地域：三重県 

○実施主体：環境創造活動を進める三重県民の会、みえ環境県民運動協議会

○概要：

・１０世帯以上のグループで参加

・毎月の電気・ガス・水道の「使用量のお知らせ」で昨年との使用量を比較し、削減

の割合に応じてエコポイントが貯まる。

・獲得したポイントに応じて、グループに支援金が支給され、環境目的やグループの

活動資金として使用できる。

○事業スキーム：



デマンドレスポンスについて

■ピーク対策の必要性 
       家庭 事業所 必要 電力需要 合    電力会社 供給力 確保    
 発想     構築 行      
・東日本大震災と原発事故を契機として、全国で定期点検後の原発の再稼動が困難となり、夏
冬のピーク時に   電力需給 懸念   中  需要 抑制  「節電」の取組みが注目さ
れた。 
      電力                 新  視点     最大電力需要 抑制  
   意義 広 理解    
    対策 行       供給側 設備投資 伴    増 抑         

■デマンドレスポンス（Demand Response） 
・               時間帯         与       需要家側 電力 使用
を抑制することを言い                 電気料金    二  分     

表１．デマンドレスポンスの概要 
概要

インセンティブ 
ベース 

・電力会社 系統運用機関：需給調整契約等に基づき、需給ひっ迫時に負
荷抑制を要請する。 

・需要家：負荷抑制 協力        報酬 得  

電気料金 
ベース 

・電力会社：時間帯別料金(ＴＯＵ※１)    時間帯料金(ＣＰＰ※２)、
      料金(ＲＴＰ※３)を設定する。 

・需要家：自  判断 負荷変動 行  
※1 Time of Use    時間帯 料金 高       時間帯 料金 低 設定   
※2 Critical Peak Pricing。事前通知型のＴＯＵ。需給ひっ迫時などの緊急時に、ピーク時間帯 
 料金 非常 高 設定   

※3 Real Time Pricing 需給     応   前日  翌日 １時間毎 料金 設定   
資料：経済産業省資料  作成

必要 電力需要(kWh)を維持しつつ、 
電力需要曲線(kW)を平坦に近づけること
が出来れば、 
必要なエネルギー需要(kWh)を満たしつつ、
瞬間電力量(kW)の最大値(ピーク値)を減
らすことができる。
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・日本では            一部試行的 行         基本的  電気料金  
スである。 

・一方、北米では、デマンドレスポンスの負荷抑制ポテンシャルは、ピーク需要の約 7.6％に当たる
と試算されており、そのうちの約９割がインセンティブベースである(2009 年時点)。 

■国内事例 
・        大規模導入効果実証実験事業（経済産業省）     平成 21 23 年
度 ３年間 東京電力 関西電力管内 家庭約 900 件を対象に実証実験を実施している
（表２）。 

表 2．時間帯別料金等      抑制効果

ピーク抑制メニュー    時間帯抑制率
（①との比較） 

①見  化  －
②見  化＋ＴＯＵ（   時間帯料金 通常 ２倍 設定） ９．５％ 
③見  化＋ＣＰＰ（電力  迫時(予想最高気温 33℃以上)
    時間帯 料金 通常 ３倍 設定） １２．４％ 

④見  化＋ＣＰＰ＋    遠隔停止 １５．５％ 
資料：経済産業省資料  作成

・また、平成 23 年度  ４  地域  大規模           ※実証事業が展開されてい
る（別紙参照）。 
※ 家庭やビル、交通システムを IT ネットワークでつなげ、地域でエネルギーを有効活用する次世代の 
社会システムのこと。 

関西電力㈱   家庭向      時間帯 電気料金 上       時間帯 電気
料金 下  電気料金制度 季時別電灯ＰＳ  設定    （平成 24 年度 ） 
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あったらいいな検針票 

・使用量、前年同月、増減比は大きな字で並べて表示してほしい。

・データを盛り込んだ QR コードを印刷し、スマートフォンなどでアクセスすると、同じ世帯人数との
光熱費の比較がわかるといい。また、値をそのままインターネット版環境家計簿へ送ることができると

いい。

・当月分消費量が上であってほしい。

（鈴木ファシリテーターご提出資料）
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